
「山重小学校の棒踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 志布志市立山重小学校 

２．学年・人数 ５・６年（計17人） 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

  令和７年８月19～21日 山重青少年館 

  令和７年10月17，20日 本校体育館 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和７年10月26日 山重清水グラウンドゴルフ場(ふるさとまつり山重) 

  令和７年11月９日 本校体育館(山重フェスタ) 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名称 

山重校区棒踊り（やましげこうくぼうおどり） 

⑵ 由来 

平野地区で継承されてきた棒踊りを小学校で引き継いで実施している。

「棒踊り継承事業」として計画し，山重校区コミュニティ協議会青少年育

成部と連携を図りながら進めている。６尺の棒と３尺の棒を使って踊る。

３尺はかがんで受け身をとることが多く，特に高度な技術が必要である。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

毎年，平野地区から指導者を招聘して練習を重ね，山重フェスタ(全校レク

リエーション集会)等で発表している。 

高齢化が進み，平野地区で継承することが難しくなってきた。そこで，小

学校で引き継いでほしいという地域からの要望を受け，取り組んでいる。学

校では，教育課程に位置付け，５・６年生の総合的な学習の時間「地域の人

を楽しませよう」（全４時間）で取り組んでいる。山重校区コミュニティ協議

会が主催する「ふるさとまつり山重」でも地域の方々に披露した。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【児童】 

・ 山重小では，毎年，高学年が地域の方から棒踊りを習っています。特に

難しかったのは，手や足の細かい動きを覚えることと順番を覚えることで

した。ふるさとまつり山重や山重フェスタでみんなの前で踊れてよかった

です。 

【保護者】 

・ 晴れの舞台で我が子の勇壮な踊りを見ることができ，とても貴重な体験と

なりました。子供たちが踊り終えた後の達成感に満ちた表情が素敵でした。 

【保存会(地域の方)】 

・ 本年度も山重小の児童がしっかりと踊ってくれました。難しい動きもあ

りますが，一生懸命練習する姿に感心しました。児童数が年々少なくなり

寂しい思いもありますが，今後もなんとか継承に努めたいです。 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

【練習の様子】 【「ふるさとまつり山重」での発表の様子】 


